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１　パートナーシップ宣誓制度について

標茶町では、町民一人ひとりが互いの個性や多様性を認め合い、誰もが個人として尊重され、自分らしく安心して暮らせるまちづくりを進めています。
パートナーシップ宣誓制度は、一方または双方が性的マイノリティであるお二人が、互いを人生のパートナーとして、日常生活において相互に協力し合うことを約束した関係であることを町に宣誓し、町がその宣誓を受領したことを証明する制度です。
また、この制度は法律上の婚姻と同様の法的効力（相続や税制上の権利など）が生じるものではありませんが、多様な性や生き方への理解を深め、誰もが安心して暮らせる地域社会の実現を目指す取組です。

２ 宣誓することができる方

パートナーシップ宣誓制度を利用できる方は、一方または双方が性的マイノリティであるお二人で、次のすべてに該当している必要があります。
· 双方が民法に規定する成年に達していること 
· 一方又は双方が標茶町に住所を有していること、又は転入を予定していること 
· 双方に配偶者（事実婚を含む）がいないこと 
· 宣誓する相手以外の方とパートナーシップ関係にないこと 
· 民法に規定する婚姻できない近親者でないこと
（養子縁組をしている場合など、要綱で定める場合を除きます。） 
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３ 宣誓の流れ

①　事前予約
宣誓を希望される方は、希望日の原則7日前までに担当課へご連絡ください。
窓口、電話又は事前予約フォームで宣誓する日時を予約してください。
なお、宣誓できる日時は、月曜日から金曜日まで（土曜日・日曜日・祝日・年末年始を除く）の午前９時から午後５時の間で日時を調整します。
【予約先】
・担当部署：町民課生活安全係（③番窓口）
・住　　　所：川上郡標茶町川上４丁目2番地
・電　　　話：015-485-2111（内128）
【予約の際に必要な内容】
・宣誓を希望する日時
・宣誓するお二人の氏名と住所
※未成年の子の氏名の記載や通称名での宣誓を希望する方は、その旨もお知らせください
・代表者の方の連絡先（電話番号またはメールアドレス）
②　必要書類を準備
宣誓日までに必要書類をご準備ください。
（１）現住所を確認できる書類の提出
・住民票の写し又は住民票記載事項証明書
（２）配偶者（事実婚を含む）がいないことが確認できる書類の提出
・戸籍個人事項証明書（戸籍抄本）
（３）本人確認書類の提示
・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証、旅券などいずれか） 

２

（４）必要に応じて町長が必要と認める書類
【通称名による宣誓を希望する場合】
　性別の違和などの理由で、通称名の使用を希望する場合
・日常生活で通称名を使用していることが客観的に確認できる書類
【お子さんの氏名等の記載を希望する場合】
　宣誓者と同居している未成年（18歳未満）のお子さんの氏名のパートナーシップ宣誓書受領証およびパートナーシップ宣誓書受領証カードへの記載を希望される場合
・戸籍全部事項証明（謄本）、その他子と宣誓者の関係を確認できる書類
※提出書類は発行日から３か月以内のものをご用意ください
③　宣誓
予約した日時に必要書類等を持参のうえ、お二人そろって来庁してください。
必要書類等を確認後、職員立会いのもと、パートナーシップ宣誓書へ署名していただきます。
④　受領証の交付
要件を確認後、書類の不備等がない場合は、宣誓者に受領証等を交付します。
町内へ転入予定の方には、転入後に宣誓書受領証と受領証カードを交付します。
※交付まで60分程度お待ちいただくことがありますのでご了承下さい。


３
３

（パートナーシップ宣誓書受領証）
別記様式第２号(第７条関係)

(表面)


第　　　号　
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標茶町パートナーシップ宣誓書受領証



　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　様　
　　　　　　(　　　　年　　月　　日生)　　　　　(　　　　年　　月　　日生)



宣誓日　　　年　　　月　　　日



　標茶町パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱の規定に基づき提出されたパートナーシップ宣誓書を受領したことを証します。





年　　月　　日　　　　　　　　　　　


標茶町長　　　　　　　　　　　　印　


４

 (裏面)

＜注意事項＞
１　この宣誓書受領証は、標茶町パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱（以下「要綱」という。）の趣旨に基づきお取り扱いください。
２　次に記載する事項に該当するときは、宣誓書受領証及び宣誓書受領証カード（以下「受領証等」という。）を返還してください。
（１）パートナーシップが解消されたとき。
（２）宣誓者の一方が死亡したとき。
（３）宣誓者の双方が町内に住所を有しなくなったとき（要綱第14条に規定する加入自治体に転出した場合を除く。）。
（４）受領証等の返還を希望するとき。
（５）上記のほか、町長が受領証等の返還が必要と認めるとき。
３　標茶町で受領証等の交付を受けたお二人が、パートナーシップ制度自治体間連携ネットワークに加入する自治体に転出するときは、当該転入自治体にパートナーシップ制度に係る継続申告書を提出することにより、新たな受領証等が交付されます。
４　虚偽その他の不正な方法により受領証等の交付（再交付を含む。）を受けた場合や受領証等を不正に使用した場合は、宣誓を無効とすることがあります。その場合は、直ちに受領証等を返還してください。


＜特記事項＞（戸籍上の氏名（通称等を使用の場合）、子の氏名等、再交付年月日等）

	　





５

（パートナーシップ宣誓書受領証カード）

(表面)
	
第　号　

	[image: ]　
	標茶町パートナーシップ宣誓書受領証カード

	　　標茶町パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱の規定に基づき提出されたパートナーシップ宣誓書を受領したことを証します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　（　　　年　月　日生）　　　（　　　年　月　日生）

宣誓年月日　年　月　日　　　　
　　　　　年　月　日
標茶町長　　　　　　印　　　　




(裏面)
	

【この宣誓書受領証カードの提示を受けた方へ】
　　このカードは、互いの人生のパートナーとして、相互に協力し合う関係であることを標茶町長に対し宣誓したお二人に交付しています。
　　法律上の効果が生じるものではありませんが、受領証の提示を受けたときは、この趣旨を十分に御理解いただくことと、個人情報の取扱いには十分な御配慮をいただくようお願いします。

	　
	【特記事項】戸籍上の氏名(通称等を使用の場合)、子の氏名
	　

	　
	【問合せ先】標茶町役場　　　課　　　係
	　

	　
	(電話015-485-2111)　




６

４ 受領証等の再発行

　受領証等を紛失、毀損、汚損した場合に受領証等の再交付を希望する場合は、「標茶町パートナーシップ宣誓書受領証等再交付申請書」に必要事項を記入して、交付済の受領証等と一緒に提出してください。（紛失の場合を除く。）

５ 受領証等の変更

改姓、改名、住所変更など、宣誓書に記載した内容や受領証等の記載事項に変更が生じたときには、「標茶町パートナーシップ宣誓書受領証等変更届」に必要事項を記入して、交付済の受領証等と一緒に提出してください。（紛失の場合を除く。）

６ 受領証等の返還

次のいずれかに該当するときは、「標茶町パートナーシップ宣誓書受領証等返還届」に必要事項を記入し、受領証等と一緒に提出してください。
・パートナーシップが解消されたとき
・宣誓者の一方が亡くなられたとき
・宣誓者の双方が標茶町外に転出したとき
・その他宣誓の要件に該当しなくなったとき
※虚偽その他の不正な方法により受領証等の交付（再交付を含む。）を受けた場合や受領証等を不正に使用した場合は、宣誓を無効として、町が返還を求めることがあります。

７

７ 自治体間連携について

標茶町は、本制度の導入に合わせて、パートナーシップ制度自治体間連携ネットワークに対応しています。
連携自治体との間で転入・転出する場合は、一定の条件のもとで継続した手続きが可能です。
パートナーシップ制度自治体間連携ネットワークを構成する自治体（以下「構成自治体」という。）において、パートナーシップ宣誓書受領証（以下「受領証」という。）の交付を受けた者（以下「宣誓者」という。）の構成自治体間における住所の異動に伴う宣誓制度に係る手続きの負担軽減を図ることを目的とする。
本連携の対象となる宣誓者は、構成自治体において、受領証の交付を受けた者であって、一方又は双方が性的マイノリティである者とする。　
①宣誓者が住所の異動を行う場合、転出地自治体への受領証の返還手続を省略することができる。
[bookmark: _GoBack]②この場合、転出地自治体で交付した受領証を標茶町への手続きに係る必要書類とすることで、現に婚姻をしていないことを証明する書類（独身証明書等）の提出を省略することができる。
標茶町
①二人の関係の
　継続を申告
②交付
①標茶町へ二人の関係の継続を申告（継続申告書）
　　 ・独身証明書等の代わりにＡ自治体の受領証を含む必要書類を提出
②標茶町から受領証を交付
③標茶町からＡ自治体に通知
手続不要
Ａ自治体
＜転入地＞
　＜転出地＞
③通知


８
申請者

 【よくある質問（Q&A）】
Q1 婚姻と同じ効力がありますか。
ありません。この制度は法律上の婚姻制度ではなく、法的効力が発生するものではありません。
Q2 同性カップルだけが対象ですか。
いいえ。要綱で定める要件を満たすお二人が対象です。
Q3　事実婚の二人は宣誓できますか。
本制度は、法律婚が認められていないことなどにより、その関係性が認められず、生きづらさを抱えている性的マイノリティの方々の困難の緩和を図るための制度ですので、事実婚の方は対象としておりません。
Q4　養子縁組をしている場合は宣誓できますか
パートナーシップの関係に基づく養子縁組をしている場合は、宣誓することができます。ただし、「おじ・おば」と「おい・めい」等の近親者間での養子縁組は対象となりません。
Q5 転入予定でも宣誓できますか。
できます。受領証は転入確認後、一週間程度で交付します。
Q6 家族や勤務先へ通知されますか。
本人の同意なく第三者へ公表することはありません。
Q7 郵便や電子メールで宣誓書を提出することができますか。
郵便や電子メールで宣誓書を提出することは認めていません。
宣誓の手続は、町の職員が立会いの下、お二人の意思を確認の上、行います。
Q8　受領証等に有効期限はありますか
　有効期限はありません。

９


Q9　受領証等の再交付、返還の手続きの際も、必ず二人で行かなければいけませんか
受領証等の再交付、返還の手続きについては、お一人でいらっしゃっても行うことができます。ただし、パートナーシップ解消のために受領証等を返還する場合、どちらか一方の方が届出したときは、もう一方の方に返還届の提出があったことを通知します。（死亡による場合を除く）
Q10　町外に転出する時に手続きは必要ですか
町外に転出する場合は、標茶町パートナーシップ宣誓書受領証等返還届に交付済の受領証等を添えて提出してください。一方で、連携協定自治体に転出し、パートナーシップの宣誓の継続を希望する場合は、当該連携協定自治体に継続申告書と転出地自治体で交付された受領証等を添えて提出することで、簡易な手続で宣誓を継続することができます。
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【お問い合わせ】
標茶町役場 町民課 生活安全係
川上郡標茶町川上４丁目２番地
電話　015-485-2111（内128）
受付時間　平日９時00分～17時00分
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